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Abstract

AJapanesedormouse.GliruZusjaponicus.was

capturedinaninsecttraplocatedonthefbrest且oorin

Aya,MiyazakiPrefecture,Japan.Classificationofthe

insectspeciesinthetrapandanalysisofthestomach

contentsofthedormouseindicated也atthedormouse

hadconsumedalarvaoftheladybug.Harmont'a

axyrjdL'S.Otherfragmentsinthestomachsuggested

consumptionofanadultladybugandadultdipterans.

includingsomeunintentionalswallowingofnest

materials.Dormiceappeartopreyonarborealaphids

andonladybugsassociatedwithaphids.

Keywords:Malaisetrap.Hadequimladybird,Diptera,
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はじめに

ヤマネGljrulzISjaponjcusは,げ っ歯 目ヤマ ネ科

(Rodentia:Gliridae)の小型噛乳類で,巳本には1属

1唖が本州 ･四国 ･九州 ･隠岐島後に分布し く中島,

1997;阿部ほか,2008),このうち九州には,他の地

域とは遺伝的に大きく異なる個体群が全域に生息する

(Yasudaetal.,2007;安田･坂乱 2011).遺伝的多様性

を維持するためには,生息地保全などの対策のために,

食性をはじめとする生態を把握しなければならないが,

本種は森林の樹上榛でかつ夜行性であるため (Minato

andDoei,1995;Idaeta1..2004),正確に生態を把撞す

るには工夫が必要となる.

飼育下での食物選好試験では植物の液果や昆虫類を好

み (中島,2006),発信横や発光静を用いた自然環境下の

目視観察では.ズミMalustoringoの皮.サラサドウダン

ツツジEnkl'anthuscampanuZatusの花嵐 リョウブclethra

barbinewisの花, トウヒPiceajezoens由var.hondoens由

の種子,サルナシActinidiaaJ即ta.ヤマブ ドウmtis

coL'gnetL'ae･アケビAkebjaqut'naEaの液果などの植物性の

もののほかに,ナシミドリオオアプラムシNttpolachpluS

piriやモエギザ トウムシLet'obunumjapof7icumをはじめ

とするほとんどの昆虫類 (カブトムシやクワガタ類を除

く)を摂食することが明らかになっている (港,2000;

岩淵ら,2008),また巣箱を用いた調査では.樹皮や.

コパノイトゴケHaplokvmeniumpseudo-trL'steなどの樹上

性の鮮苔類を巣材に利用することが明らかにされている

(MinatoandDoei,1995:湊ら,1998).

宮崎県綾町では.照葉樹林の復元事業 (綾の照葉樹林

プロジェクト),およびユネスコの生物圏保存地域登録

に伴う森林調査を実施している.その一環として.渓流

沿いの森林内に昆虫捕頻用 トラップを設置したところ,

さまざまな昆虫種とともにヤマネが1個体誤って捕獲さ

れ.80%エタノール内で溺死しているのが発見された.

ヤマネは国の天然記念物に指定されているほか,環境省

のレッドリストで準絶滅危倶種に区分されているため,

野外に生息している個体を捕獲 ･解剖して食性調査をす

ることは鞄しく,自然環境下で事故死亡した個体がエタ

ノールで良好に保有されることも稀有である.本研究は,

昆虫トラップで死亡したヤマネの胃内容物と,トラップ

で同時に捕獲された昆虫種を調べることで.ヤマネが自

然環境下で実際に捕食した昆虫種を明らかにすることを

目的とした.

方 法

昆虫捕獲用 トラップは,宮崎県政町の川中神社の西側

の照葉樹林 (暖温帯性常緑広葉樹林)内を綾南川へ注ぐ

渓流沿いの自然林 (N32C2'3".E131010'18")に設置

した.スギ (cryptomeriajapom'ca)の間伐を実施した林
分と,川中神社所有の竹林やイチョウ (Ginkgobiloba)

並木に隣凄する調査地では,樹高およそ15mのスダジ

イ (castaT20PSissieboIdiLl),イチイガシ (Que柁uSgilva),

ホソバタブ (Machilusjaponica)などの根葉樹が樹冠

を構成し,亜高木 ･低木としてバリバリノキ (Ljtsea

acumina(a)やヤプニッケイ (Cjnnamomumtenu的/ium)
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などがみられる (Hayashietal"2009).トラップ設置地

点の下流へおよそ400mの渓流沿いで2008年1月1日

から12月31日にかけて毎時額刺した気温は.-3.1℃

～30.3℃の変動を示した.

設置した昆虫トラップはマレーゼトラップであり.演

流を飛期する羽化成虫を捕獲するために水路上空を横断

するように設置することが多いが,本研究では.地上設

置型のマレーゼトラップ (HOGA製)を使用した(Photo.

1a).主ネットは.渓流の流れの方向に直角になるよう.

また.ネットの裾は地面に垂直に凄するように設置した.

天蓋のネットから80%アルコール入りのポリ容器 トラッ

プに虫が入る三角形の穴(底辺4.5cmx高さ6.0cm)は.

地上から170cmのところにあく (PhDtO.1b).2012年

5月17日から6月1日にかけて2週間トラップを設置

した際に,昆虫類とともにヤマネが綱を登ったとみられ.

80%エタノールが入った容器に落ち込んで溺死してい

た.

6月1日に回収したヤマネのサンプルは.80%アル

コールで保存後に体長を測定し (体長117.0mm),胃の

上部と下部を結索して掃出した.胃は.80%アルコール

で保存したのち切開し.内容物を取り出して実体顕微鏡

下で内容分析をおこなった.ヤマネ混獲時の昆虫類サン

プルは.昆虫以外の動物については目または綱レベル,

昆虫類は日レベルまでの分類同定をおこない (川合 ･谷

田,2005:志村,2005;日本環境動物昆虫学会.2009).

数をカウントした.

結果と考察

ヤマネの胃の中には,捕食したと考えられる複数の

昆虫の体の断片と.辞苔類の断片が認められた (Tablo

1;Photo.2).また,マレーゼトラップで採集された昆

虫類は9日およそ1000個体で,カメムシ臥 チョウ臥

コウチュウ日については幼虫も得られた.ほかにトビム

シ臥 クモ臥 ヤスデ臥 十脚目 (サワガニ)が採集さ

れた くTable2).

胃内にみられた昆虫の断片のうち,黒と灰色のまだら

の外骨格の断片 (Photo.2a),および,これと同じ色調

の昆虫の卿の断片 (photo.2b)が量的に最も多く.い

ずれにも筋肉と思われる軟組織がまだ消化されずに付着

していた.外骨格の断片には.特徴的な突起が多数みら

れたので(Photo.2a).同様な突起を有する昆虫がトラッ

プで捕獲されていないか調べたところ,1匹だけ捕獲さ

れていたナミテントウ(Hamwnl'a叩 ,rL'dt'S:コウチュウ日)

の幼虫の背面突起が色 ･形ともに酷似していた くPhoto.

3a).このことからヤマネは,ナミテントウの幼虫を食

べた直後にトラップ内で死亡したと推察できる.

黒と灰色のまだらの外骨格以外にも.茶色く透明感の

ある薄い板状組織の断片がみられた (Photo.2C).これ

ち,トラップで揃藤された昆虫類を調べたところ,3匹

捕漉されていたナミテントウの成虫の前週と色 ･厚さが

似ていた くPhoto.3b).胃内には,麹腺のある透明な昆

虫の勉も4枚みられ (Photo.2d).そのうち2枚 (矢印)

は,大きさと.しわの寄り具合から,ナミテントウの後

麹と似ていた くPhoto.3b).胃内に残っていた体組級の

盤が少ないので断定はできないが,ヤマネはナミテント

ウの成虫も食べた可能性がある,

こうした昆虫の体組織に混じって,細い針棟の断片も

多数見られた (Photo.2o).ヤマネの体毛 (背と尾)や

ヒゲよりも太く,表面には細かい突起が規則的に並んで

おり,トラップに描獲されていたハエ目 (ガガンボ科)

の成虫の脚に表面構造や太さが似ていた.このほかにも,

胃内にはハエ日成虫の平均堀 (クリーム色シャモジ型.

1本).コウチュウ目成虫の前麹 (クリーム色と黒のま

だら.1枚),昆虫の脚の断片 (茶褐色,2本).触角 (茶色

1本)などがみられた.ヤマネは,ナミテントウ以外に

もハエ日など複数の昆虫を捕食していたと考えられる.

また,少食であるが.胃内には植物の断片が少なく

とも2種類みられた (Photo.2f).種まで同定するには

いたらなかったが,長崎県多良岳でヤマネが巣材に利

用する5種の鮮苔類 (湊ほか,1998)のうち.コバノ

イ トゴケ (HapZo妙ment'umpseudo-ErisLe)とリボンゴケ

Table1 StomachcontentsofGliruZusjaponicustrappedinaMalaisetrapcontaining80%ethanol.

FraEmenttVt)e Color
Chitinou8鉦agmentofirregular8urfaceDarkgrayandblack
ExoSkeletonfragmentofin8eCtS
MuSCleかagment
FlatchitinouSfragment
lnSeCtWing
FragmentofiJISeCtantenna
Fragmentofin占ectleg
FraJEmentOfchitinou8forewing
Bahncer･likefragmentofDiptera
Needle-likefragment
Framentofmoss

Darkgrayandblack
LightYellow
Reddi血brown
TransDarent
Reddishbrown
Reddishbmwn
Lidltyellowandblack
Lightyellow
Darkbrown
LightgreenandYellow

;さlZe
<5mminlength
ll2mminlenEth
WithoutshaDe8
く1mmindiameter
4-5mminlenEth
Approx.2mminlength
ApDrOX.2mminlength
Approx.2mmim
Apt)ro又.2mmin1enFth
Shorterthan3mm
At)13rOX.2mminlenFth

Amount Photo
ManvfraEmentS Pt10tO.2la
Manvfragments Photo.2-b
Manvfragment:8
20framentS Photo.2-C
4I)ieces Photo.2-d
1piece
2pieces
1piece
1piece
Manyfragments
7nieces
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宮崎県梗町の林床に設慨した昆虫トラップに誤って補殺されたヤマネが禰食した昆虫唖

(Neckeropsisnitidu(a)に外部形態が似ていた.ヤマネは

車線体のある植物組織を食べないと考えられているので

(中島.2006).巣材をくわえて運搬中にたまたま断片を

飲み込んだものと思われる.

ヤマネは.樹上でアプラムシ類を捕食することが長野

県で目視観察されている (湊,2000;岩淵ら,2008).

本研究でヤマネはナミテントウの幼虫を浦食することが

明らかになったが,ナミテントウは,幼虫も成虫もアプ

ラムシ類を捕食し.日本全域に広く分布する (佐々治,

1998).アプラムシが紫殖する樹上には天敵であるナミ

テントウも生息する場合が多いと考えられることから,

ヤマネはアプラムシと同時にナミテントウも捕食してい

ると推察された.

Table2 Approximatenumberofar山ropodscollected

inaMalaisetrapfrom17MaytoIJune,2012,Aya,
MiyazakiPref.,Japan.

ClasaiflCation ApproxiJnate

Number

クモ日仏raneae)

ダニ目(Acari)

ヤスデ綱 (Diplopoda)

十脚目 0)ecapoda)

トビムシ目 (Collembola)

カゲロウ目 (Ephemeroptera)

カワゲラ目 (PleCOPtera)

バッタ目 (Or仙optera)

カメムシ目 (Hemiptera)

-ビトンボ目(Megaloptera)

甲虫目(Coleoptera)

ハエ目 (Diptera)

トビケラ目 (Trichoptera)

チョウ日 払epidoptera)

ハチ目 (Hymenoptera)

その他 (Others)
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